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Abstract

1. Congeni tally dislocated 382 hip joints of 293 infants which were treated with

Pavlik's harness during the period from July 1962 to December 1973 in the

Orthopaedic Department of Niigata University were followed up. The average

follow-up period was 15 and a half years.

2. 252 hip joints were successfully replaced with Pavlik's harness (success rate

66 %). Unreduced hip joints with this harness were manually reduced, of which

51 joints were followed by "diaper-treatment" and 79 by plaster immobilization.

5 of the latter group were redislocated and had to undergo operative reduction.

3. Follow-up result was assessed by CE angle of Severin's standard. Of the hip

joints treated conservatively throughout, 83# of those successfully reduced with

Pavlik's harness, 79# of those treated additionally with "diaper" and 62# of

those treated with plaster immobilization were assessed good.

4. Of residually subluxated hip joints, those operated combined with Salter's

procedure presented better result than those operated simply with varus osteotomy

of femoral neck.

5. Acetabuloplasty such as Salter's procedure should be indicated for residual

subluxation with CE angle less than 15° by 6 years of age.

6. Femoral head deformity developed in 7 (396) out of 242 hip joints successfully

reduced with Pavlik's harness and observed or treated conservatively thereafter.
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1. 緒 言

先天性股 関 節 脱 鴇 g)保 存 的 治 療 は 1895年 ㌢∴ ず ､ブ の

I,tけい=〆 十仕 丁 隼 甘 Eiij川 位 十 ･r 川 高 上沃 ノ･･恥 左 i :

l十紅 絹抑 捗 -丑 畦､･1 ｣ト∴

Lか L亨そ03線 , 数 十 隼 に わ た る 遺 跡 調 度 の 結 果 , そ

銅農園威厳は必ず し 鮎 良 宅 な 宅 了 汚す頭 変 形 き ら に は 変 形

性股関節症g)発生が 多 い こ と が わ か Tl た 血

J:二.こ:.出 師 抽-1申 向 卜 /･,･Lく工 ,,'･小 . Fl】職 住 山 里 -.人'1

a)乳児検診が普及す る と 基 をこ平 温929年 ㌘ u紺 碧ネタ 且935年

lミニmtlr.ト.lt)･11号 I/両 kこil∴ 19.A.1巨 i llrL-1(ド . 1!帖 .廿

Il､Inlltl;1川II)こIi111Lt十 ､I.tlt晶 ‡■･比 爪 Li-: ,;二十 ;_-､L 十 ここ

まざまな機能的療法が考案 さ れ た .

iJJ]･t. 本l･･･障 ･~汗1耶T;ト ト て こ‥ 117 ,パ L,,'LLl 1-11＼.likl"

ハ発..左した Ⅰくiい=1(.Ht)Ll主さし､1汀 L後 . 則 ミ' 江 が , lt)tH 十

鈴木93をこよ り鰯 介 されて最楽 , そ の 優 秀 性 が 認 め ら れ

乳児兜〆唖 脱に対する第 ---次的治 療 手 段 と L て 繍 L た .

Lか L," R遵 法にも問題が無 い 訳 で は な い - 全 て の 症

例が本法で整復できるわか ではなく 整 復 不 成 功 額 退転 存 在

L声 これ らには他の保存的治療法や 観 血 的 整 夜 が 必 費 と

上る.

左上かIL､lく_1う江;∴i■:.整復吠11JLllリ,jt岨 叫 一触 か t卜十十 小 ､

さ吊 ∴ 隼和 正1-JJ例 (.-ト吠JljJ仲 里'1)使 い 経 過 甘 ､'_',J!).

上 1-_Ll-)点を解畔 上ノ㌦′-.山 ･'小 畑 li‖:'' ll''w uい 調 恒 叫 に

告汗′j/,!:こし､.

また 祝祷 除去後を雄 ヨ姦形成不食や凝脱得状態 が 避 残

す る例は泡盛に改善する敏郎が多いが予改善しない 澄 ま

経過 し何 C3かの繍監事補を余儀な乾される転び)私ある.

そ∴て.何 れ乱 如何,十藍,F津巨 1遣手.机t雄汗性 如何な:::_､

T'-i'TIL')適応に左::A:)かか問掛 二た～吊-▲,二才巨､ に-1いて必

サ トも)意 虻L,ll ･致j:I::It.てい左い.

さ ら をこき 少 数 な が ら 発 症 す る 大 腿 骨 頭 壊 死 職 原 因 の 探

索 と 予 防 法 の 確 立 転 義 牽 な 検 討 課 題 で あ る .

そ こ で , 新 潟 光 学 整 形 外 科 で 規 遵 法 で 治 療 を 開 始 し

最 低 且0年 以 上 経 過 L た 症 例 e)経 過 と 成 鱗 を 調 査 L , 上 記

時 間 顧 慮 をこ ㌦鴎 ､て 検 討 す る こ と が 本 論 文 の 目 的 で あ る .

A . 対 象 例 と 初 期 治 療 の 概 要

新 潟 太 学 整 形 外 科 で 昭 粧 37年 ア 馴 こ R B 法 を 導 入 し

て 揖 風 昭 和 穏8年 12月 蜜 で に 治 療 を 開 始 し た 先 天 性 股 関

節 完 全 脱 臼 症 例 が)総 数 は 塊55例 583関 節 で あ る - 治 療 後

11111日 叫 丁 目 ･.経 過 し , 今 回 直 接 調 か lI:き た 29封 畑 ")tL)関

節 を 検 討 の 対 象 と L た 虫 対 象 症 例 の 重 要 な 特 数 や 要 民 迅

装 着 襖 U)初 期 期 間 に 実 施 さ れ た 診 療 に つ い て 最 下 に 略 述

す る や

逢う 完 全 脱 臼 g)診 断

軌 頼 経 _ ()I-I(-h t･li t') LIiL･k ト厄 日 か Fl-(ll-ト て:-場 合 .

レ ン招 け 沼 野 鼠 に か か わ だ〕ず 脱 臼 と 診 断 L た . m i洩 S融

が な い 場 合 , 他 の 臨 床 所 見 や レ ソ ト ゲ ソ 像 か ら 総 合 的 をこ

＼I'~抹 1 :_.
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廿 日 :tii… ､Hll･}1-1hTt･l ~㌫ 涌 け 聞 姑 し -Jf/+I,L 雄 二

股 関 節 完 全 脱 臼 症 例 の 遺 跡 謂 露

;_I_.示 寸 ._i:お .十 日 こIrI'.

3) 治 療 開 始 年 齢

著 者 は RB の 装 着 適 応 年 齢 を ユ劉 読下 の 素 顔 腎 児 と

Lて お り, 対 象 症 例 の 月 齢 別 関 節 数 は 濠 翌 の と お り で

予言 ,.

･･11 追 跡 則 問

治 療 開 始 後 調 登 時 ま で の 追 跡 期 間 は 凝 低 ま0年 1 カ 乱

.揖 一記 1甘 酢 )日 日 斗 !tj1狛 ~-tう車 上 ∴ 書',:,:い 図 ト .

な お 調 査 時 年 齢 は 最 低 且0才 7 カ 月 ヲ 最 高22才 3カ月サ

･仁町 1(‖ ′1 1_‖ ｣ ∴ 巨 ∴

5) RB 装 着 級 の 対 象 症 例 の経 過

新 潟 兼 学 髄 形 外 科 外来 で は毎週 木 曜 i-_匿 党 義 肢脱 外 来

を あ っ て い るか しか し 髄 鞘曜 日に初 診 して 鮎患 児 に は

直 ち をこ 鼠盟 が装 着 され 次 の 朱 曜 E3をこ整 復 さ れ た か ど

s主監riが存 在 す れ確 ,配愚 を続 行 L S鹿 r態 が な く な る ま

て 毎週 十 て ∴ トト ∴

sj監Tiが消 焦 した 場 合 , レ線 撮 影 を 行 な う . そ して 学

触 診 と と もをこ レ線 像 で 骨 頭 位 が 良 好チな と き に ヲ 整 復 成 功

と判 断 しき そ の E3か ら 4週 毎 に レ線 撮 影 を 行 な い 求 心 位

を 確 認 L-3り 速 力 月 間 R盛 装 者 を 継 続 した の ち 除 去 し

ま読後 は 定 期 的 に 受 診 さ せ 経 過 を 観 察 す る .

こ れ をこ対 し 骨 頭 が 後 方 に 落 ち 込 み 嚢 心 醍 不 良 の と き

は 葺更随 に よ る 整 復 は 不 可 能 と 判 断 し子 亀 殿 保 存 的 治 療

を行なうす

Ⅰ覗 での整復不成功例をこ対して,昭和逢3年頃濠では外

来､~~雄LT整復し再や.tく目し1日膏▲∴+J､･､:十二--療法)良:[け

A散

開
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図 1 1川 基 紺 !根 付 ,( しい､直 跡 料=吊

済 して 開 排 位 を 採 持 し 安 定 性 綱 浄琵13れ た と 判 断 し}ニ時

点 で オ ム ツ カ バ 州 を は ず して 詑爵 単 独 と しき そ の 後 は

整 復 成 功 例 に 準 も二磯 ヵ 月 間 袈 着 後 除 去 L経 過 観 察 と L/た .

しか しヲ 昭 和 舶 年 頃 か ら ほ 徒 手 整 復 観 原 則 と Lて 項 週

間 膝 土 開 排 陵 ギ プ ス 固 定 した 後 RB を 帝 装 着 し そ の

接 は 整 復 成 功 例 をこ準 じて い る .

fi. 研 究 方 ;去

最 揖 1岬 1 申 廿 日 守 ､ I:oll｡＼＼-ItlP .'∴際 ト て~言 , ノ神 LIJ

臨 床 的 お よ び レ線 的 をこ直 接 検 診 を 行 な っ た 書 しか しき 奪

回の調教例は最高年齢が22才と若く変腹症による臨床症

状を星する転のはなく苧また他の原因による臨床症状を

訴える鮎の屯少なかったため,レントゲソ所見のみを換

蓑 3 Severintll半片L-1糾f=Ap_
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()tht汀､､･･ist､normこIleollditionsinthejoint

こい (･lT-rlい Lqlll一一(IVtr-1luesforthe(_lfl二angleasingroup I
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図 2 1抜上t仁丹卑∴ ('ト二巧十代=トト丁,川T.rrT.I
.･l.りilltlj. t'.('t/.巧
1.i.. E:日.'i湖.(I.‖伸…亘∴(),人榊卜巨t汗■招了､申告

紺が)対象にし その指標は漫二1下げ)ようにした,

日義形成不全の指標 と してE3蓋角 偶損をき藤脱㌍~3

各rニ潤滑 しては CE 角を用い予それぞれを初診時から経年

的立上糾し}-∴

計帥 二当た-〕て基準点♂洩 りかたは A丑は望 月 葛粉 ) a )

方法に準 首:苧また 1歳以下の乳児ではいわゆる 招 E 角

rJ,A('l/.ffト ト!--こ図 21.

畑 鉦トー脱章一圧伸‡了斗帰パー~ほ 川 lLTい=rtH目し､I. こ' ､ Ii . 呈1･

ぐ図 魂)を計測 した.

成績の判定には CE 角と関節がj変形を加味 し た S e v e 血

の半瞳 基準を用いた (寮 芸遷ラhそ Lて 息と m 群 を 成 績 良

凄軌 それ以外を不良とした▲澄む骨頭変形 姉 馬 渡 で , C ,嘗 三

角の計測が困難な浸潤 は Sevだ油 @)基準 緑 £ 別 をこ " 餐

畔一十日J刷洞＼砧-:,T冊 ･∴

IIl. 結 果

:し 対象症例の経過

逢う段Bによる整復成功例U)経過

やVE-肱凍音数症例293例罰湖節が)うち況Bで整復和裁

功Lた瑚豊252関節で整復率は6略 であるやi服 装素襖
整復までに賓Lた門数は豪速銅とおりである由かレナ

記厳が不~増骨で声整復成功と判定を/た夏服準明な獲)のが

6関節あった.

たのは219関節で調査対象関節数の57%である.

･jj.I(=頼_)､極･-1i:tf.:.坤巨-㌔∴卜.､1.遇･吋Jj~瀬1rlLl汀I∴

1H .L-1.こ11日lt｣=!L～!{･LLUi:i･rt::T11∵目上_巨'､黒昭雄LfHJ1-.,Jh

ハ捕L仁JT'.･1'p侶再｣十(1,:J寸言,,㍉1叫ミ櫛辛∴

2)艮盟による整復不成功例U)経過

R吏遠による---次的整複に成功せず徒手整復練オムツカ

バー併用療法を行なったもの51関節}ギプス固定を行なっ

たものは79関節である.そLて声その後後れダヨ問 毘B

を装着とたあとのそれぞれの経過は図 3a:)とおりであ

る.なお平ギプス園定例で再脱臼が生 じたため観脇i約整

緩衝 を 行なった転び)が 5関節ある.

登竜33治療開始後から整復不やY能と酬餅し,オムツカバー-

俳瓢 またはギプス固定 を 行なうまでの期間は豪 5翻

と お をノラである.

3う RB による整復成功関節 と不成功関節の初診時 レ

線 所見e千穂ヒ鮫

整復成功関節と不成功関節a)初診時の レ線像 を 計測 L

比 較 上 -_. 十 ㌧ J=卜･∵畑 ､,八l (_t.､I.二)'ftLトー半.卜ⅥI吊 ;

嘉 掘 況欝 によ る 整 復 成 功 例 に お け る 装 着開始より整復藷でに要 した

E実数 と成 績 ( 手 術 例 は 除 く )

装着後 1月以内に整復 さ れ た 例 の 成 績 は 鮒 粟 以 上 が 良好である
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経 過 観 察 蔓 臼 … L c h e i o r 淡 表 音 寸前 11二 珊 り 士怖 い 観 lhL壁紙
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戚級 i慮 喜好 1 こ1 137 27 且3 5 3 確 2 i

l h 3格 6 息 確
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l∫b 且豊 呈 Ll 2 且 1 3 1
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ニ郡a l∫l 息9 6 且1 8 5 且 i 1

lV a 3 且 息 2 2 i

+＼′ 2 i

* 6 i 5 息 2 9 王 項.
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翫 詔 対 象例の治療経過 と調 査 時 成 績
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嘉 5 RB で整復不能 と判断 す るまで の 義 6 初診時 A貰声CE 角 と 艶迅 かこよる教複成

萱ヨ数 とその後の治療 法 啓 との関係

そ の 後 の 治 療 法

EIj 数 オ ム ツカバ - ギプス固定

- 7 日 1 1

- 11l 卜j T l

- 21 日 7 二三

- こ対 日 T P

- 川) ‖ 13 却

そ れ 以 後 且3

∴不 明 且 語

合 訂 1 - 確減

A壬,C琵 角 と もをこ教 護簸成 功関節 曹不成功関節間に有意
差 二･ノ‖ (l卜 0.01､

よび標 準 偏差値 は牽 転 の とお りで, ともをこ整擾成功関

節 と不成功 関節 の問 に有意差 はなか--〕 た.

沃 ｢, ).lilu(.=rt･i王lL､!-しトー右 tl言隼 複成rJJ関節.㌔1＼成

功 関節 の ほか コソ トロ--ルとして片側脱臼例のいわゆる

健側 の 且の¢関節 で も計測 し それぞれの問の有意差を調

甑 d

整復成功関節 (N三200) 5.2± 1.9 20.9土 2.5

不成功関節 (八三 113) 4.5± 2.4 21. 5士 2 .5

Control閑姉 川 三100) 8.7士 1.2 16. 6士 1 .5

有意差なし

(P〈O.01)

有意差あ り

(P<0.05)

図 .I I:u3∴､巨 :'幣触心 研 FJ. f､吠∫仲 上 土lilg … 1-t･lill灯 しl＼.Ll,h
n. L;付根]二

b申 初診時レ線像での RB による整復成功関節と不成功関節および コ ン トT3-

ル関節との関係



股関節完全脱闘症例の遺跡謂姦

-＼./_･.

結鷹は珂複のとおりでヲ整復成功関節と不成療関節

問をこ着意遊ばなかった書すなわち,脱潜関節はも潮ゆる

健側の関節より有意差を転って終止瀬をこ偏移しているが夢

牽鰍蕊功関節と不成功関節との問では偏移の遂はなも､砂

且:jlよりず初診時レ線像翻計測値から段盛で整復面才

能か密かの予測を宰lj烹することはできなかった,

l〔日.7

Ii.整復率とそれへの関与が推測される因子につ
いて

息)既誤装着開始腰齢

lミ目梨iⅥ昭蛤:Jj齢別L71軽視率は表2i∴吊J‖た.辛

練十才目上恒■-10-吊巨卜ぐi∴治轍ヂ日量始21上も(r)し,'~灘確率

十号L鮫的廿か､た.

LIHJ粛′l:刀

脱目し∈■,寒冷馴(_軒卜取か考′.くしかも整復率二.隼低い土い

藻管誕妓 月別症 例数 と審複率

図5Iillで幣蘭戊ItJJiや,川紀綱¥適例(症例1)
a.生後2七円.r刷紺韓tj i).7+Jjj,求心廿闇[ ぐ.1歳,求心(領主好
d･8歳6十日l (I.15歳(1,1JJJ成績 両側t<Tl.堅.;†り定
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離れているやそこでき誕生月別の症例数と整復率を調べ

:いな李侶牛率吊'!JllOlト日代∴ 上̀∴1日巨∴-～.i.日廿.i_

頼r〕幣L-損率古紙か-.!J.

t､.調査時成績とそれへの関与が推測される因子

につし､て

】7r出離.眉Fj吠結

浩憤法則成綜∴脂1:卜■,Li.右IIL.㌦畑工 lく=-∴･L､､隼視

成｣新町雄紺沌腔乍巨JいL)ハl._･輔畑､.I:lIl佃;l-∩.′付廿lいい

常態濠的な症例を供覧する.

症桝 l (.図.r);

拙予北上三上り/i'J_/l上 両11岬1く汗仁 i(=乱打妾T=-.::-輿

裡Lu?.牛後7■吊巨直り､畑山守上之守l史上 ∴‡-(烏麦･吊If_

:.甘描舶1巨LL骨甘机･･亘.十∴ l̀肘汗巨輔E卜言両側ILlリ･こ⊆j

A,圭l;'.･.

症例 '...? ､図til

擬声教練7丸巧の除去時求心性は良好,8才6カノ目時時

円蓋形成不全の遮残がみられCE翻£右且8度,左旦5度
である.調登時殿成績は両側油と剤麗した血

狛旬 :i ./L図71

緩91斉昭除去時から得意形成不全が遇残し動転捜不良号

Uナ､ii田河.(i:.lT'j十吐.十揖if信lVこ上 伸主･:巨r-.

流をこ芳況欝での整復不成功例でオムツかミ-併用かこよ

り整復L経遠慮観察した尊さ殿部£8蟻ノが威厳良好であ-jた

那,ギプス終優例では削,幣であ-二〉た.

をこ対L遭遇離幅臨 装農を巣窟Lた例で頗好な鮎瑚ま60

図窮 鼠欝で整復成功後繋経過不良例 (症例望)
t･一.牛i-≒二日7日.F刷棚汗! ll.7Jl].E上求心侶1̀恒■･ (..1歳.求心位良好
rl.山東(i-/JJl.tll.二lll付I t､.lr)沫it-;!,L!成績 rt冊ijllトを二伸上



鳥山:rlit･一日1mt､i融lで榊か,:i,開始した先天性.
瞳関節'.･LLli令粕∴軸刊パ_.録射場か

il_牛葎71f]J仁左側帰日 h.1歳.JJl心持仁持 し･.11成7~JJ:Jj.求心位良好 (i.17歳6カ月
LIlll,llj3度 成績 l＼ーI:1Li_:判定

蓑輯Ⅰ-Hj装打消始†]齢別成絹 (TL-術例言除く~1

1月 ▲2月 議月董逢姐 9月 6月 7月 8月 9月 川里 11日 合計
整 復 良好 2 霊魂 52 48 26 21 且8 3 4 3 a 2()2
成 功 右目 3 3 9 9 3 7 3 a 2 40

良好率(鄭) 一oo 89 95 8壕い 塊茎醐 72 5() 80 60 一0()

オムツ 良好 i 5 14 9 4 4 i 3tI
カバ- 不良 且 2 4 議 一0

良好率(%) 50 71h &7 looい 習い紛馳 loo
ギブて 良好 I 6 8 4 7 i 2 1 34囲 定 不良 I 5 2 6 1 2 i 21

良好率(形) 100 86 58蔓酬 い 窮i機 0恒 岱 0 0

1(_IlO
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養9誕幾月繋ぎja)治療紋 別成績

斬 恒 艮好 詩L1 2f3 霊 息絡 9 酪 櫓 醍 捕 望呈 且賂 25 2OJ
成 功 不良 甑 後 転 醍 i i 2 4 イ 語 J 1日

日毎率〔十十 柿 HH 70 7 哲紛い㈱r蒜…= 75 糾 観 ホヰ 89

哲 嶺趨 望 イ 2 芸篭 巨 2書 望認 吊 5 381日

亘 嘉 率豚ラ再 9妻感冒 漫榔 川り うり い駆り 川り 覗 Ⅰ川) 1日05 語洩1 2-芸を ≡ 5 語望 望竃 巨 且ii ii 醍5.

再トl･ti月L.1/iij.hJ例 H付目■.lt'.･＼LqtriltいrT.･附合何例･-:71成

結眉目棚引■｣:l･土牛;:L･ii_..J㌧

hJ∴紬仙tJ軒/i射障,f･Jt･}:守/;-,聞取十†∵:-小甘∴肯､

た申

結

配愚で整復をこ成功したも殿g鍋 も手術例を除いた例で

隼渥十i.'･-紀要し上fi数十戊紬･卜珊J帖J表1irいJバ/･'∴

成績であったがサそれ以上のE3数を必賓とした例では成

結.日出-守/_.

都 民迅治療開始月齢と成績

治療開始月齢と威厳と殿関係を調べき軽擬革成功例釣

も酌と比較してみた く寮齢も各治療法と転義はなく声

'i:.後ti十日トトこ十榊酎～欄狛トト_倒し=J蟻一汗号上小言∴

射 誕敦腰と威厳

脱帥盈寒冷願をこ多i乗数L欝治療成績屯悪いといわれ

てい上 1･:I-,-工 ⊥財.'1:畑′神]qL机･十隼碑J杜仲｢畑ノ付'打仲ij

で比較してみた申結梁は寮撃のとお鴨で各月の間に太

､㌧巨羊く十無.Ij),-,上.

1).治療経過別,成績別AlとHl二角の平均値

の推移

急き既欝で整復をこ成功し経過観察した例をこ-ついて

夏亀誤で整復をこ成功し経過観察した例のうち調査時成統

吉､lil∴nlハIi_､(-')に_-.､さ初診時頼､､粁;日工畑:_し裸像~､∴.＼1

とe;監角を計測し それぞ丸の平均値の推移を調べ争

経過中殿威厳別殿有意差を調べた く図8)旬

十十 ..へlい､仁冊直ハ推移ノ:.:}工､､リJ蟻-iIil十Il巨t､)

閥で初診樽の値をこ有意差は無かつた鞍またち詑欝陵義時

よ蔓ブ私除去後転ヵ月目をこぼ悪化したが,その後は両激と

ぼ灘度以下となる捌こ対し腿では詔0度以上をこ停滞し予両
者間をこ有意差がみられたも

斎の叢は無くや除去後6カノ円田をこぼ除去時よりも-T私意

化した.その後は除利こ改善し互aでは趨年目をこぼ見5度

諾j オムツカバ-併周例とギプス固定例で経過観察し
た例について

オふツカバ--餅周例とギプス閣定例で調登時成績が良

好と不良の問でのA王とCE角の平均値U)それぞれの

推移十図9と図1O;:.上､'､TL-,;∴ ∴畑■､は二1くり(巨:.

整復成功例で経過観察した転のと同様であ-Jjた早すなわ

ち,頗好群でC琵角は汲欝除去後5年u濠でをこ15度昆

,せ-∴二し､十.

凍装具巣窟例は少なも濃め苧整殿方紋別ではな宅装藩

ii::告町口煩糾i∴＼lL(1:.((-3('斗冊峠潮.移ノ吊;!3J3---＼

たく閉息風上 これら鞘推移は革はVj貰竜澄遍での整復成功例

の経過観察例と閲榛をこ推移し,すでをこ茨木ま豆,3が報告し

ているが遮残性感脱臼に対せる轟装農の効果ぼ願いと考
十∴.～工..

射 保存的経過をとりタ調査時Waと判定された症例
をこ〆誘いて

整復方法をこよらず経過観察されたがテBatCheは㌘装具

装窟例で調査時W艶と判定されたのは9関節ある酌 こ

れらの症例をまとめてA‡とCE角の平均値の推移を

調べてみた (園息弘 初診時の値は鶴U)成績例との問に



畠山三沢息怒m哲油誠酢且で治療を開始した兜莱佐
相鞍】節':i:.辛脱=症倒し㌦[.J,,Urr机.冊ナ

初 Ⅰ覗 -3 1 2 3 4 5 8 7 8 9 10 111:之13.14 15

抄 Pjk_fこト1 Y lr

閥務 隠迅整復成功例で謂麿時威楯がⅠ級および詔と判定された例の経過観察
別問申i:~卜三㌢丁:.▲̀＼1.i.('t/.lt膵~'用-,秤

穎萌

キ旦It)tt_Ilti l恥 P､爺二オート1 rヽ

---認く

1!.～ 1̀ 亡' ti ●′ tl ミーlt'll1二二1.It'-Li.I I"V
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畠山:隠主筋m軽油ii野際息で治療を開始した先天性
股関節完餐脱臼症例の遺跡讃姦

既遂望手術施行例以外の症例で,既欝による整復の成否をこかかわらず調査時威緒
が首V組と判定きれた9関節の風音とC濫角の推移

有意差は無く,やはり初診時における指標値かぎ=)予後を

推測するのはできなかった㊥しかし 既指除去後uJ)値は

すべて成績長好な例との間に是がみられた･∴とくに,餐

経過を通じてC監角の平均値は5度前後で推移し改善

の傾向は慮られなかった専

1上 補正手術例の成績

遮残佐藤脱だ封こ対する補正手術の成熟豊艶畳は㍗手術

合併例が他の手術例より明らかに頗かった旬症例数が少

ないため,詳しい骨折はできないが,太腿骨骨鰯り鮪

川23

(DV)離散施行例は手術時年齢が比較的若く夢術後の経

過.i-∴ 弓■丁_車外反古牛工 沃恥~Lll二17廿悪TL二上 成

績不段となるものが多かった申

l/.大腿骨頭変形

採布的経､過をとった症例で骨頭変形の発生輝度をみる
､1_.1くHi-し‡言軒複成巧例ハ二_'Lll'関節申丁関節二巧い 十

例で55関節中7関節ま3%であった匂

とくをこ既済での整復成功例をこ骨頭変形を発症した転

藻盈ゆ配Bをこよる整復成功例で脅威変形発生症例
(手術例を除く)

姦遜濃艶迅装着塚別関節敷革よび整復率



1げ!-i

例ア関節を蜜とめたのが東風餌であるtなお芦骨頭変形

治療開始時年齢苧整復までの期字音那こ,ビ糖尿な点はなく野

原藍夷は不明である申しかL,5関節では骨頭榛が明瞭く孝二

なってくる息~才一過ぎには変形が認#頼れておか告 かな豪プ

/し∴1..二㌧.･′::.･∴十

十十 .'! 図トl

初診時塊か弼激児,両側脱61-卜で民迅装着緩7E3で整

復,生後8カ月の除去時求心性は良好賢しかしずjL済3

カ月時両側をこ骨頭変形出現,2牙時ベルテ見様変形著明

た甘

Il∴ 考 察

JL Ii]iによる軽微茂功に関与すると推測される

閃子について

隠謀議を･こよる脱臼の整復率はこれを開発した㌘盈淵k畠

身の報告では86%であるという諸家の報告によれば本邦

で獲3ほぼ同じような率で整復が得られている廿しかし芦

･奪恒的調査例では過去の報告より低率で鍼%であった儲

整復をL-N開巻すると推測される因子とLて治療開始年齢,

誕数月,二初診時のレ線計測値などに判 ､て考察した,

損 装瀞年齢

治療開始時期をこ開Lて,㌘還流kは教練8-9遇を殿
塞L∴ ニト ･巨巧言十パ･TL､.･日 てい･:'･.
uwfW3)は配Bは下肢の自動運動で整復を漁樽する転

び)であるか払 渡だ身体的発暫が斬-i-分である2ノ-二義カ

月では整復は容易でないと報告し,鹿が4)写植家長5日)

は族才弓齢児では骨頭変形発生の低険が大きいUljで3:]用

頃か㌍予始めるげっがよいとLJているせLかしき鈴木163は

十 二･?早j･､十二軒r㍉ヽ宮十畑~{t.パ-守,l='巨)∴･卜を臥.

整復率が劣るとはいえないとい勺, -方,健漢字陣限界年

齢に関してや㌘汲V随 は生後転射摘三菱吸度Li二もノ芦岩崎漫7)

∴!ミ子.{i_十性∴l畑も‖･､∴t章一(了仲:,:F':+1き㌧∴:･.:,.

べ窓か､-濃p儲Lかし7近年,新生児脱ぎ言臓転診をこよる電撃

た娼潜激闘豊昭和5摘三最終ア生後遷_遇以内殿新教潜ま換諺

で発見した教義般脱28関節に新生児翔a)小型の民盛を

装着号【声望践関節で整復をこ成功した｡これらの経験から9

低年齢で痩3鮭緩率は劣琵)ないと考える.

Vダメ▲

ニ_) 証′三1',3

前述のように先天股脱U)発生がう季節性を7こfjいてはよく

1し:.,TLL守 ニト~∴.'章∵､L廿や｢∵享.●隼予粧~､:十十臣トキ,:･岬

けなどで脱臼児が増加すると述べておを右腕臣二名発生に関

する環境費困銅盤賓後を藷竜療Lた亀30うといえようゼ

また,衣服の増おmこより自動運動が妨げ貯ブれ規欝で

銅盤夜寒がおちること鮎放く渡れている軌奪回が)調登例

で誕生月別殿整復率をみると(東署/3且息-Jまu弓生まれが

やや低率のほかは各l:3ともそれほど漉きな差はなかった甲

とくをこ雪隊嘗プラ新潟殿冬に既済治療が開始されることをこ

封 U線像計測値

付言特日射象:_:11i厄ぐ=T･Llillt,rt='､tl.h主上こ､∴＼1.

i;E角を計測し整復成功例と不成功例の問の差を調べた

酌 いずれa淵-測値をこも差はみられずヲ初診時のレ線像

計顔暖値から整復が困能かどうかの判定はできなかった曲

射 装着年別整復率をこついて

昭和3ア年ア馴こ況選を新潟大学整形外科に噂丸損薬学

毎年の整復率を調べたところ声寮息殿ようをこ昭和確5--後8



紬h:RiemPHh't')gelで治樽を開始L7LJ先人f′1:.
股関節′.,こ′捌軒湖･二倒しL'石臼跡調た

図.トilHUr酔漸'k.itJ再考.J榊t'漕町軒卜桝輔判 い
(1.牛f･机 1日上両佃亡汗! h.1歳出川 ,｢､机,､削:llll 吊ij-舶JI,1変‡‖購i

3月をこそれまで職党茨股脱研究致展が堂戯東学を退職し

たため野新しい医舜離こよる脱臼敦が形成され転 機家桝

は不成功の原弼殿多くは魔児職儲頓よりもむしろ医師側をこ

▲や川.十言~_最粧tl某省,f上を言亘き､1酎響.~~巨:工 t1.て-い

るすおそ転宅新規日放農の民遜るこ対せる経験と理解の

ヱ上付･.隼甘率伏巨嘩E･〔巨∴軒湖澄,itそこ.､∴十日､今回

ftH二言･.打ト∵トー･_7-.

Ⅰ‡.治療成績とそれに関与すると推測される因子

について

奪回の調慶時翻成統ぼ手術施行例濃淡外では教緩成功例

し東町iI'-rlJ.jr~把握さ.巨こ凋ア甘細,E正;軽十二500!-/巨:Itk-､＼･'油l

(I.吊吏 fl_減産 r頼tir】t3u(､holz分類

1025

いて考察する.

ll1くi3i,･T.上:Fil)整復成功まで(･7用数

さ行才∴例ハ成績はl重臣い-､ブ∴

21灘牛り

く寮b軋
こい 治療聞好川齢

成机;i:.li'Ij;-∴ニト仁.

射 初診略沙線計測値

初診時し線像-:/i-71.トlik(11rt､in(､r-∩(Lh:i鳥言ドN.



iI)こ..三ti 新潟医学会雑誌 節用議巻 第且2号 平成元隼且望月

し､t･二均し､一計洲直卜.成績.て_(l職こ一閃.:.:T::描:く∴h,}∴).h･十.

(1.遇妓性亜脱臼に対する処置について

隼fLUJ吊､∵.三∴卜王く=枠工f･七日言∴∴巨､lトト上目′lT

)ト',前捻巧く守冊-＼IJfji叫r‖∴t~はも車F..八日､十亘かLL

∴ 上目 ..畑守工f'-ILl一座再三古射･十.jL∴.斗…畑~Li付r.

する鮎齢が多いが予それをこ鮎限界があ碁つ代表症例2,3

g)ように成績斬長殿も銅がある.そこで苧予後不良と推

測される例に対L補正手術を紹な藷73ざるを樽ず,そU二)時

凝護と手術方法が鍔を頚髄となる,

い F'iヤ㌔改.:I'壷Ll明ミ粧-1-､いて

従来き巨三:実意の発育は3才頃護でしか期待できないとさ

j上 江 ∴ 紬l!L-_lL･1二･pF再∴ト杓ri∴巨;∴いナ昌 一~(_,}]･号･:1ごl･

十.巨jL上 申十二.巨:.tJ･ト.十王粧◆､∴;一言1'L･轟･~噂上回

を粁凋桃李!.昌江輝,i)I:I.:-'･-(ミトト∴上県畑･･jrも∴畑

丁畑十､､L㌣打巨悪畑1"I,I吐上､二㌦̀ .巨 .tFiI日日廿1品

頼揖一言(tll二l′lj,.車聴:.ニト頼1~-Ll/,lr十∴;~う射'‖＼∴

∴汗とはト､Y.t-llpJ卜艮i∴L:,.

_:･∴ :＼いl付出直上l川畑･･.ド.巨 (_'l二lf'巨-Jl

常lL吊_･l早い‖p∵i∴ 誹侶畑.代､･.'~成績別 八1.i

除去後5年紺を鵠机5度且:圭Lをこな畑 A且は遅くとも器年

はⅢ三角は漫5度息沈F,盛運は20渡鳥蔓-,で推移Lている

乙図.～.リ.It卜

i~日,I:.こ.㍉∴.i.射出:1好.J津巨言し王 rll,/､1㌦;i巨L

がA且が)正常化よ長講畢く起き予そ鞘時期は既盟除去後

5年乱 すなわち鞍齢をこして6才頃といえる,

そこで芦補正手術の通産二を考える級 6才までにCE

角が且5度以虹にないことがF:uEをこなると考え臣)れる.

また,とくをこ詞登時成績を隊aと判定Lた症例での

CE角の推移では治療後が∋堂経過を通じて5度前線にと

度前後の低値をことど護り改善が兇粘れないも瑚豊Qより

賢い年齢で鮎手術適応があると考える｡

当然,これど)の値はあくまで平均値で苧またレ線像U)
条件Irt調町亘明日!.3㌧⊥:/二･的∴上十十1tl＼告,Y･..か′i~1′㌦

を行ない総合的をこ決定することが太切と考える.

:-巨巨二:,ilL;侶紬パ塩SL紺･.亜脱=i一二吋仁こ＼大腿ノì目性リ

鼻ヨ鮪予Sa乱もeT手術などの得義形成術および両者の食酢

予約が行なわれてきた.

太廉骨骨切り術は骨頭翻求心性を艶関することで臣:倭

形成不全鞘改善を断をする転び〕であるかその適応とLて7
上野緋5日封璽鮭外転位で骨頭が辛分に寛骨臼内をこ移動

する転e)で賢約線の番外腹をもみニLて内反を強くすべき

て:.畑′予ト∴-.=目早-一言二手巨宜1::-.fl拓け畑.,r､卜外卜紺と

I1-i().!射.‖∴十･:､トト).･仁一 !-∵両巨巧信畑 日l_,外反

股_ll佃畑j､トト二･守ハ吊車打､∴冒.工 It㌔日日汗i住了-し'll二

ll'Uj-･1卜1.:叛巨斗∴jl/∴:守?,L,;十1/+.T'･i'{･◆,･･･L＼∴~いて､
(,;ニトー:i.

Lかし,松永yljは大腿骨√汚サ切り繭は幼児早期では再

外反を生じ易いこと,また二郎手術で激し澱か改善され

てもだ-実意形成不全が必ずし鮎改善きれず,補正手術の効

果は不藤窯であると槻鷺L,臼蓋形成術を優先するか合
川仁.二門:f:､∴｢'I.:;I,号こ､･:∴}.

IL::i杏半ト∴t<こ高､T･r十･膏.f'了一 十い咋:㍉峯.I;/I

効果によを3櫓健に漸次骨頭が求心位に導かれると報告し

署激鞍鮎漉腿骨骨切り衝単独で紺満足できた二川洗練を

骨痛を欄は倉研施行することで安産Lだ成績綱賢C凍る

.;∴､Jー∴ ･.･J.了沖,い.1射十(枠工:1トこ11い7-lf･侶津汗1:!十.

Jl.大腿骨頭変形について

大腿骨頭変形が)発生はそgj関節が)転帰を決める捌こ蔽

い巨Ji･∴囚十･:~辛∴ L…-1ll,古'吠泣付ミ∵八 ㌧左枠

NiL宜有川予 言そ再ト∵u'情宣臣ノ十十㌧∴､柑拙さ侶:

きないことを肇駿的虻確かめ,購緋瞳で政行障害が起き

る可能性を示唆している,

Pavl操は隠欝による整復成功例には骨頭変形は息例

私なく,懸緩不成功だった且01例中温8例を√ニ毒に)れたにす

ぎないと報告Lている一

Lかし,本法で整復に成功しても骨頭射移0,3発生は皆

無ではないB
(',r-iU∴州は~ll 1-.･･､i.1(上申十二.1し､-1ミⅠミ詔酎PFjflを

調杏仁 t)■∴]0(,L､､野上巨凋浩 卜丁十工

装着開始時をこ後方バンドを締め過ぎてき股関節を無理をこ開
粧i:工●■上'l上し十■吊:_昔ト:1し∴上

護た,択噂は整復例の6.7%を,ニ認め,整擬されて私,

下肢汐涌動運動がなく,機動的に勤かすと激Lく泣き軍

股関節部に腫脹や熱感があれば,骨頭変形発生uj放映症



股 関 節 完 全 脱 臼 症 例 の 追 跡 調 魔

状 で , 蔽 ち E,ニ 民 選議 を 除 去 す べ き で あ る と い う サ

奪 回 の 調 整 例 で は 採 存 約 な 経 過 を と --つた 整 復 成 功 例 語 後2

関 節 中 7 関 節 3 % に 認 め た 肝 整 復 時 獅 状 況 は 不 明 だ が ,

治 療 開 始 年 晩 餐 緩 ま で 殿 門 数 軍 初 診 時 L/ 線 像 の 計 理 Ej値

な と 礁 時 輿 な 点 は 願 か つ た .

1 '. <圭こ l_ー L＼∴､

捌 こ , 毘 E3 で 治 療 を 開 始 L た 先 天 性 股 関 節 完 全 脱 巨 痛 三例

の う ち 声 10 年 以 上 経 過 し た 詔 9 3 例 38 2 関 節 の 追 跡 調 査 を

行 な っ た . 追 跡 親 閲 は 平 均 15 年 転 カ 月 で あ る 七

が R B で 一 俵 的 整 復 をこ 成 功 し た 紬 £ 嘉 2 関 節 (66 % )

で あ る . 整 復 不 成 功 例 は 徒 芋 整 復 し た が , そ の 後 オ ム ツ

か ミ - 療 法 を 野 潤 し た 屯 の が 5 1 関 節 , ギ プ ス 固 定 L た も

の が 7 9 関 節 あ る , ギ プ ス 固 定 し た も の の Pj も 再 脱 臼 の た

め 苧 観 E& 整 探 し た 転 鞘 が 5 関 節 あ る 弔

3 ) 調 査 時 成 績 は 鮎 V 磨 ㌻五m の 基 準 に 準 じ C E 角 で 判

定 し た 中 隊 存 的 経 過 を と -流 転 の で 調 登 時 に 成 績 良 好 と

判 定 さ れ た 瑚 豊 予 況 叢 に よ る 牽 擾 成 功 例 で 8 3 % , オ ム ツ

轟 き 補 正 手 術 と し て 太 腿 骨 骨 切 り 術 単 独 施 草 薮 餅 は り 私 ,

s a且も配 T 字 衛 合 併 例 の 成 績 が 優 れ て い た .

f町 リ ､鳥 揮 い し ､卜二 lf巨 灘 町 ト ∴ . (ミ ト 仁 : こ ~ し ､1:. ‡て い ､

1;-.鶴 -j. 仁 十 L､ ･L吉 例 ∴ ト '､ ,r 浩 沃 言 h l h ､1- r 刷 上

ど の 巨ヨ 薮 形 成 術 を 優 先 し た が よ い と 判 定 さ れ た ｡

齢 澄済 で 整 復 をこ 成 功 し 保 存 的 経 過 を と - , た 銅 2 関 節

の う ち 7 関 節 3 % に 骨 頭 変 形 が 生 t : た 朴 そ の 原 因 は 不 明

で あ っ た .

稿 を 終 わ る をこ 臨 み き ご 指 導 , ご 校 閲 を 賜 わ り ま し

た 田 島 達 也 教 授 をこ 深 甚 な る 感 謝 の 意 を 表 し ま す , 普

た 亨 ご 協 凱 雄 二 だ い た 栗 東 般 脱 研 究 班 の 諸 先 生 方 な

ら び に 鋼 線 新 --1 斎 藤 表 文 雨 技 官 をこ 感 謝 い た L ま す .
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